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４７．１０１．０６ 

他人の商標との類否判断について 

 
１．類否判断における地域団体商標の取扱い 

登録された地域団体商標は、使用により商標全体が不可分かつ一体なも

のとして需要者の間に広く認識された結果、商標登録されたという事情を

考慮して商標全体を不可分一体であるとして商第４条第１項第１１号の判

断を行うものとする。 
  なお、登録された地域団体商標の類否の判断についても、商標審査基準

第３ 十、第４条第１項第１１号１．の考え方を変更するものではなく、

最終的には外観、称呼、観念のそれぞれの判断要素を総合的に考察し、他

人の後願の商標との類否を決定するものとする。 
 

２．地域団体商標と同一又は類似の文字部分を含む他人の先後願商標との関係 
（１）他人の先願の商標との関係 

地域団体商標の商標登録出願より先に出願された商標で、その地域団

体商標と同一又は類似の文字と識別力のある図形又は文字との組み合わ

せにより登録された商標が存在する場合、原則として、先願の登録商標

はその図形等の部分が商標の要部であり、地域団体商標とは類似しない

と判断されることから、後願の地域団体商標の商標登録出願には、商第

４条第１項第１１号を適用しない。 
例外として、先願の登録商標中の地域団体商標と同一又は類似の文字

部分が周知となっており、権利者の出所を表示するものと認められる場

合には、その登録商標と類似するとして、後願の地域団体商標の商標登

録出願に商第４条第１項第１１号を適用する。 
（２）他人の後願の商標との関係 

登録された地域団体商標より後に出願された商標で、その地域団体商

標と同一又は類似の文字を含む商標については、地域団体商標が需要者

の間で周知となっているとして登録された商標であることから、需要者

は、後願の商標の文字部分に着目して記憶し取引に当たることが少なく

ないものと考えられるため、原則として、後願の商標は地域団体商標と

同一又は類似の商標として取り扱うものとする。 

 

 

https://www.jpo.go.jp/system/laws/rule/guideline/trademark/kijun/document/index/20_4-1-11.pdf
https://www.jpo.go.jp/system/laws/rule/guideline/trademark/kijun/document/index/20_4-1-11.pdf
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（注）以下をクリックすると、商標審査基準をご覧になれます。  

○「第４条第１項第１１号（先願に係る他人の登録商標）」の審査基準 
○「第７条の２（地域団体商標）」の審査基準 

 

 

https://www.jpo.go.jp/system/laws/rule/guideline/trademark/kijun/document/index/20_4-1-11.pdf
https://www.jpo.go.jp/system/laws/rule/guideline/trademark/kijun/document/index/32_7-2.pdf

